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１．概要（Summary） 

携帯電話などの小型無線機器に搭載するエレクト

ロニクス部品点数を削減するため、１パッケージ内に

複数の振動子を機械的に結合した状態で集積化し、そ

れらを電気的に励振する際の電極の組合せ、位相によ

って所望の周波数を合成する周波数シンセサイザを

ＭＥＭＳ技術により製作した。 

 

２．実験（Experimental） 

ナノテクノロジープラットフォーム施設が管理するレーザ

ードップラー変位計を利用してＭＥＭＳ共振子アレイ各部

の振幅と位相を測定し、駆動電圧の印加方法によって共

振モードを選択可能であることを実験的に示した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

シリコンＳＯＩ基板上にあらかじめ上下電極と圧

電ＰＺＴ薄膜を形成したウエハを用意し、それをシリ

コン高アスペクト比ドライエッチング装置でマイク

ロ加工して共振子アレイを製作した。周波数２０ｋＨ

ｚ〜１００ｋＨｚの範囲にある共振ピークを選択的

に励振可能であることを実験的に検証することがで

きた。 

 

 Fig.1 Concept of MEMS programmable resonator. 

 

 

Fig.2 Analysis of resonant modes. 

 

４．その他・特記事項（Others） 

本研究は、日本学術振興会 最先端・次世代研究開発

支援プログラム「集積化ＭＥＭＳ技術による機能融合・低

消費電力エレクトロニクス」の一環として実施した。 
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